
人口と世帯（平成30年12月 1日現在）1,657世帯（-1）男2,173人（-1）女2,281人（-5）計4,454人（-6）
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祝　国道１２０号須賀川バイパス　開通 !!

おしらせ（入札参加資格審査申請書受付　他） 15 ～ 23

　１１月１７日（土）群馬県が整備を進めてきた、
国道１２０号「須賀川バイパス」が無事に開通い
たしました。
　開通により、線形が良くなり歩道も設置され、
道路の安全性が確保され、安心して利用できるよ
うになりました。

（撮影：１１月１７日）
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教育・生涯学習 12 ～ 14

ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
宮田　新次さん (82)・仲好さん (78)　ご結婚されて５８年　お住まい（東小川）

◉ 若いころの思い出
　《金精道路が開通した年から、食堂と釣り堀を始め
た。少ししてから民宿を始め、始めた頃は東小川に
は３件ぐらいしか宿はなかった。夏場には子どもの
合宿で大いに賑わったよ。》と、新次さん。
　《金精道路が開通してから、車の通りが多くなり近
所の人が見物してたよ。学校橋も仕事や学校に行く
人ですごい混雑していたし、近くの分校からは生徒
や先生の声が聞こえて、とっても賑やかだったよ。》
と、仲好さんが話してくれました。

４３歳・４７歳当時　（昭和５８年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《雪のない時期は、グラウンドゴルフで体を動かし
ている。この間、旅行に行ってもみんな観光よりグ
ラウンドゴルフ優先にして、まだまだ元気だよね。》
と、仲好さん。
　新次さんは、《金精道路の冬季閉鎖が終わってから、
紅葉が終わるまで食堂をしている。趣味で写真やゴ
ルフを楽しんでいる。今年の紅葉は、綺麗で長い間
楽しめた。これからの季節は、家でゆっくり過ごす
よ。》と、笑顔で話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は12月25日（火）です！
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土　

出

お

め

で

たあ
お
と

は
る
ひ

み
つ
き

り
　
と

瑞
宝
単
光
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
石　

誠 

さ
ん

（
鎌
田
出
身)

　

危
険
性
の
高
い
業
務
に
尽
く
し

た
元
公
務
員
を
対
象
と
す
る
「
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
を
片
品
村

鎌
田
出
身（
現
在
は
高
崎
市
在
住
）

の
小
石
誠
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
叙
勲
は
平
成
15
年
に
創
設

さ
れ
危
険
業
務
に
取
り
組
ん
で
社

会
貢
献
し
た
方
を
た
た
え
る
も
の

で
、
小
石
さ
ん
は
昭
和
58
年
に
海

上
自
衛
隊
に
入
隊
後
平
成
24
年
ま

で
、
潜
水
艦
で
の
業
務
に
従
事
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受

彰
と
な
り
ま
し
た
。
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平成 30 年度の財政事情

（その他の予算現額（労働費・災害復旧費・諸支出・予備費））

単位：千円

予算額
41億 5,822 万 9千円
支出済額
15億 5,798 万 2千円
執行率 (37.5％)

予算現額
支出済額

歳　出

平成30年度
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地
(山林含む )

5,745,864 ㎡
（△152）

（1,109）

（△77）

（1）

（0）

物品 ( 車両 )

89 台

山　　林

4,355,746 ㎡

出資金など

130,609,000 円

建　　物

43,956 ㎡

項　　　　　　　　目 予　算　額 現年度収支額 執　行　率
収 益 的 収 入 106,573

96,430
0

141,488

86,741
9,810

0
141,487

81.4 ％ 
10.2 ％ 
0.0 ％ 

100.0 ％ 

収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

( 単位：千円 )◉ 観光施設事業の状況（平成30年9月末現在）

◉ 基金（平成30年9月末現在）

◉ 地方債及び一時借入金の状況（平成30年9月末現在）

前期末現在高
1,056,556

9,438
40,360
100,000
59,005
782

10,178
102,001
68,633
34,300
56,925

1,538,178

今期増減高
120,000
△ 650

0
0
0
0
0
0

32,000
4,000
8,855

164,205

今期末現在高
1,176,556

8,788
40,360
100,000
59,005
782

10,178
102,001
100,633
38,300
65,780

1,702,383

前期末現在高
4,277,459

0
4,277,459

今期増減高
259,088

0
259,088

今期末現在高
4,536,547

0
4,536,547

会 計 名
国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業 等
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

区 　 　 分  
財 政 調 整 基 金
奨 学 基 金
地域づくり特別事業基金
高 齢 者 福 祉 基 金
尾瀬の郷づくり基金
減 債 基 金
ふるさと農村活性化基金
学 校 建 設 基 金
国 民 健 康 保 険 基 金
簡 易 水 道 事 業 基 金
介護給付費準備基金
合     計

◉ 特別会計（平成30年9月末現在）
予　算　額
842,242
94,086
97,747
615,759
64,751

収 入 済 額 
295,542
26,210
9,682

241,642
17,968

執　行　率
35.1 ％ 
27.9 ％ 
9.9 ％ 
39.2 ％ 
27.7 ％ 

支 出 済 額
263,976 
34,638 
25,301 
217,498 
21,002 

執　行　率
31.3 ％ 
36.8 ％ 
25.9 ％ 
35.3 ％ 
32.4 ％ 

区 分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

537,232

57,000

79,900

14,000

1,694,259

12,245

19,106

418,543

183,887

370,061

110,122

53,489

547,800

60,585

317,224

16,938

49,061

6,017

1,315,976

5,102

13,680

38,877

14,000

0

110,123

4,954

0

19,706

32,524

291,812

204,782

170,350

49,306

48,230

29,568

80,726

423,200

140,693

86,791

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

64,404

739,624

637,809

371,863

230,246

141,076

269,059

180,867

1,124,778

308,705

89,798
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平成 30 年度の財政事情

村 の 様 子

平成30年10月 1日現在

人　口　4,475人
(男：2,181人　女：2,294人 )
世帯数　1,669世帯
面　積　391.76㎢

の財政事情
歳　入

予算額
41億 5,822 万 9千円
収入済額
19億 1,165 万 8千円
執行率 (46.0％)

その他の予算現額（利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所
得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・地方特例交付金・交通安全
対策特別交付金・財産収入・寄附金）

単位：千円

予算現額
収入済額

 
村
で
は
年
２
回「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
財
政
状
況
の

公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

　
今
回
の
公
表
は
、
平
成
30
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
村
の
財
政
状
況
で
す
。な
お
、
本
掲
載
は

速
報
数
値
で
あ
り
、監
査
等
承
認
手
続
未
了
の
数
値
で
す
。ま
た
、議
会
の
議
決
を
受
け
、平
成
29
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
に
繰
り
越
し
た
繰
越
明
許
費
は
含
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 

　
今
後
と
も
、皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 

村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

そ の 他

12 億 11億 10億　9億　8億　7億　6億　5億　4億　3億　2億　1億　　0 0　　2 億　　4 億　　6 億　　8 億　10 億　12 億　14 億　16 億　18 億
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ニュース

05 広 報 か た し な        H30 .12

ニュース

１１月１７日開通 !!
　群馬県が整備を進めてきた国道 120 号「須賀川バイパス」が 17 日、群馬県選出国会議員、群馬県、沼田市長及
び片品村の関係者が開通を祝いました。　　
　同バイパスは、日光と沼田を結ぶ主要幹線道路で、日光、尾瀬の経由地として多くの観光客が訪れていますが、旧
須賀川橋は幅員が狭く、大型車のすれ違いが困難で交通事故も発生し、とても危険な道路で、村民はもとより片品村
を訪れる皆様方から、円滑な交通と安全の確保が長年の切実な願いでもありました。
　地元地権者のご理解ご協力により、このような素晴らしい須賀川バイパス（Ｌ＝５００ｍ・車道６ｍ・全幅９.７５ｍ・
総工費７．５億円）の開通により、線形も良くなり、歩道も設置され道路の安全性が確保され、安心して利用できる
ようになりました。関係者皆様に心より感謝申し上げます。

文化の秋　第52回片品村総合産業文化展盛大に開催 !!
　１１月２日・３日の二日間、役場において第５２回片品村総合産業文化展が開催されました。
　今回は、一般の部（９部門）３６３点、村内小中学校・保育所・尾瀬高校等３２２点、計６８５点の出品がありました。
　また、関連行事として 11 月２日には、第３５回芸能発表会が、３日の午後には、片品村文化センターにおいて文
化展の表彰式と文化協会表彰式が行われ、受賞者に賞状が授与されました。入賞、表彰された皆様、おめでとうござ
いました。
　最後に、１日の搬入審査から５日の搬出片付けとご協力いただいた役員関係者の皆さんに心から感謝申し上げます。

　（教育委員会・農林建設課）

村長賞

星野　　茂「杜松」

盆栽の部

りんごの部

木炭の部

豆の部

きのこの部

国道１２０号
須賀川バイパス祝

国道１２０号須賀川バイパス概略図

開通式の様子

美術の部

写真の部

文芸の部

菊花の部

村長賞

林 聖子

芝崎 明恵

戸丸 とし子

林 誠一

議長賞

岡崎 涼子

梅沢美和夫

戸丸 富子

星野チエミ

教育長賞

神崎 成紀

五十嵐寛明

坂西マサル

星野 雅子

文化協会長賞

星野 孝次

芝崎 武夫

萩原キヨ子

梅沢 慶子

金賞

梅澤 利一

萩原 映子

千明 洋子

笠原 康夫

議長賞

千明　光男　「松」

教育長賞

萩原　武治　「五葉松」

農協長賞

萩原智恵子　「真柏」

優　等

１　等

桑原　邦明 「陽光」

飯塚　睦夫 「星の金貨」

星野　司 「はるか」

飯塚　睦夫 「陽光」 木村　暢 「新世界」 星野　浩章 「新世界」

優　等

１　等

青木　慧　「ケヤキ」

佐藤　正男　「ナラ」

優　等

１　等

萩原　和典 「まいたけ」

星野美津子 「ぶなしめじ」 千明　洋子 「くりたけ」 髙山　たね 「まいたけ」

優　等

１　等

北島まつ子 「花豆」

林　元子 「大豆」

高橋　美子 「大豆」

大竹　照代 「花豆」

凡例

新道

旧道

事業概要
・事業内容：バイパス事業　L＝５００ｍ
・事業期間：平成２４年度～平成３０年度（６年間）
・現況交通量：７５９１台／日
・道路幅員（車道）：6.0ｍ　（全幅）：9.75ｍ
・設計速度：４０ｋｍ

スピードの出し過ぎには十分注意して、安全運転でご利用ください。

橋名板記念品贈呈 関係者や地域住民による歩き初め
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台
湾
彰
化
県
埔
心
郷
と
友
好
協
力
協
定
締
結
!!

　

11
月
８
日
（
木
）
に
台
湾
彰
化

県
（
し
ょ
う
か
け
ん
）
埔
心
郷
（
ほ

し
ん
き
ょ
う
）
と
友
好
協
力
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
い
る
県
に
な
ら
い
、
台
湾
を
中

心
に
外
国
人
観
光
客
誘
致
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

　

台
湾
と
の
観
光
交
流
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
30
年
２
月
に
村
長

が
、
台
中
市
・
彰
化
県
へ
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
本
年
８
月
に

は
台
中
市
王
運
動
局
長
一
行
が
来

村
し
ス
ポ
ー
ツ
観
光
交
流
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
台
湾
か
ら
の
観
光

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

（
総
務
課
）

〜
第
15
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
群
馬

県
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
〜

　

11
月
10
日
（
土
）
伊
勢
崎
市
あ

ず
ま
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
15
回

日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

群
馬
県
大
会
（
参
加
チ
ー
ム
は
高

校
生
以
下
15
名
程
度
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
を

含
む
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
小
中
学
生
９
名
が

参
加
し
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

を
重
ね
た
「
春
疾
〜
は
る
は
や
て

〜
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
参
加
者
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
各
チ
ー
ム
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
技
術
に
刺
激
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

２
０
１
８
台
中
フ
ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会
に
片
品
村
産
の
ア
ジ
サ
イ
を
出
展
し

銀
賞
を
受
賞
！

　

11
月
３
日
（
土
）
か
ら
台
湾
台

中
市
に
て
開
催
中
の
、
世
界
規
模

の
花
き
博
覧
会
、
２
０
１
８
台
中

フ
ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会
に
片
品
村

産
の
ア
ジ
サ
イ
を
群
馬
県
と
し
て

出
展
し
ま
し
た
。

　

秋
ら
し
さ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
片
品
村
の
秋
色
ア
ジ
サ
イ
を

は
じ
め
、
前
橋
市
の
バ
ラ
や
吾
妻

町
の
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
な
ど
が
出
展

さ
れ
、
群
馬
県
の
花
の
品
質
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
切
り
花
コ
ン
テ
ス
ト

部
門
に
て
、
群
馬
県
ブ
ー
ス
が
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
台
中
フ
ロ
ー
ラ
世
界

博
覧
会
は
翌
年
４
月
24
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
の
村
の
特
産
品
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。（

農
林
建
設
課
）

片
品
村
功
労
者
表
彰
式

　

片
品
村
の
発
展
並
び
に
村
民
福

祉
の
向
上
等
に
寄
与
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る

「
片
品
村
功
労
者
表
彰
式
」
が
11

月
13
日
（
火
）、
役
場
２
階
研
修

室
に
お
い
て
、
多
く
の
ご
来
賓
の

出
席
の
な
か
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表
彰
規
程
に
基

づ
き
審
査
委
員
会
で
決
定
し
た
33

名
の
受
彰
者
へ
梅
澤
村
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

受彰者の皆さん

埔心郷長（右）と梅澤村長による調印式埔心郷関係者と片品村関係者による集合写真

２
０
１
８
台
中
フ
ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会

に
群
馬
県
と
し
て
片
品
村
産
の
ア
ジ
サ

イ
を
出
展
し
ま
し
た

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
治
功
労

　
　

千
明　

金
造（
針　

山
）

　
　

萩
原　

重
夫（
土　

出
）

　
　

入
澤
登
喜
夫（
越　

本
）

　
　

小
林　

政
彦（
土　

出
）

　
　

狩
野　

孝
夫（
東
小
川
）

　
　

清
水　

道
浩（
幡　

谷
）

　
　

林　
　

聖
子（
越　

本
）

民
生
功
労

　
　

髙
橋　

恵
吉（
下　

平
）

　
　

入
澤　

博
文（
越　

本
）

　
　

坂
西　

恆
喜（
越　

本
）

産
業
功
労

　
　

山
﨑　

直
康（
越　

本
）

　
　

倉
田　

剛　
（
東
小
川
）

　
　

千
明　

勉　
（
東
小
川
）

　
　

星　
　

宏
幸（
東
小
川
）

　
　

髙
山　

朝
明（
土　

出
）

　
　

星
野　

廣
次（
摺　

渕
）

　
　

萩
原　

照
雄（
東
小
川
）

　
　

小
林　

貫
市（
鎌　

田
）

　
　

高
橋　

光
一（
下　

平
）

　
　

千
明　

貞
夫（
摺　

渕
）

　
　

笠
原　

利
作（
越　

本
）

　
　

星
野　

喜
一（
下　

平
）

　
　

髙
橋　

民
明（
下　

平
）

　
　

星
野　

徳
政（
御
座
入
）

　
　

萩
原　

康
吉（
鎌　

田
）

　
　

萩
原　

一
志（
戸　

倉
）

教
育
功
労

　
　

星
野　

準
一（
土　

出
）

　
　

芝
﨑　

健
司（
越　

本
）

故　

戸
丸　

幸
江（
花　

咲
）

　
　

須
藤　

恵
子（
東
小
川
）

　
　

戸
丸　

権
次（
花　

咲
）

　
　

入
澤　

茂　
（
越　

本
）

　
　

金
子
紀
惠
子（
東
小
川
）

※

敬
称
略

日本太鼓ジュニアコンクール群馬県大会の様子

▼
会
員
募
集
中

村
内
小
学
１
年
生
か
ら
大
人
ま

で
。
和
気
あ
い
あ
い
と
和
太
鼓
に

触
れ
て
見
ま
せ
ん
か
？

・
練
習
日

毎
週
（
月
・
木
曜
日
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

・
練
習
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

・
入
会
申
込

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局

▼
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
58
）
２
１
１
２

ニュース
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平
成
30
年
度
群
馬
県
農
業
経
営
士
認
定

星
野 
浩
志
さ
ん
（
築
地
）

　

11
月
16
日(
金)
群
馬
県
庁「
正

庁
の
閒
」
に
て
認
定
証
書
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
農
業
の
発
展
と
魅
力
あ

る
農
村
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活

動
促
進
を
図
る
事
を
目
的
に
、
地

域
の
実
践
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

高
冷
地
の
立
地
条
件
を
活
か
し
た

ダ
イ
コ
ン
栽
培
で
土
壌
改
良
等
に

よ
り
高
品
質
で
安
定
出
荷
を
実

践
、
担
い
手
の
確
保
育
成
な
ど
、

地
域
で
活
躍
す
る
農
業
経
営
士
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。（

農
林
建
設
課
）

消
防
団
詰
所
引
渡
式

（
第
１
分
団
）

　

11
月
14
日
（
水
）
役
場
２
階
に

て
消
費
生
活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
大
切
な
資
源　

有
効
利
用
で

健
康
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
体
と
環
境
に
優
し
い

商
品
の
販
売
や
農
産
加
工
コ
ン

ク
ー
ル
、健
康
相
談
等
が
行
わ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

役
員
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
51
回
群
馬
県
園
芸
生
産
者
大
会
で
星
野
一
郎
さ
ん
（
須
賀
川
）
が

園
芸
功
労
者
と
し
て
表
彰
！

　

11
月
12
日
（
月
）
に
Ｊ
Ａ
ビ
ル

大
ホ
ー
ル
に
て
第
51
回
県
園
芸
生

産
者
大
会
が
、
県
園
芸
協
会
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
芸
功
労

者
と
し
て
、
尾
瀬
片
品
花
き
生
産

部
会
長
の
星
野
一
郎
さ
ん
（
須
賀

川
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
新
た
な
産
業
と
し
て
花
の

栽
培
に
着
目
し
、平
成
10
年
に「
尾

瀬
片
品
花
き
生
産
部
会
」
を
設
立

し
初
代
部
会
長
に
就
任
し
て
、
現

在
で
は
各
市
場
か
ら
高
い
評
価
を

小
学
校
で
避
難
訓
練
！

は
し
ご
車
も
登
場
！

　

11
月
12
日
（
月
）
に
、
片
品
小

学
校
に
て
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

理
科
室
か
ら
の
出
火
を
想
定

し
、
生
徒
と
先
生
が
校
庭
へ
速
や

か
に
避
難
し
て
、
東
消
防
署
の
方

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
消
防
署
よ
り
は
し
ご

車
が
駆
け
つ
け
、
生
徒
が
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
、
消
防
士
の
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、
水
消
火
器
を

使
用
し
て
、
代
表
の
先
生
と
生
徒

が
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が

乾
燥
し
火
災
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
等
、
火
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

（
総
務
課
）

園芸功労者として表彰された、星野一郎さん

県農業経営士認定の星野浩志さん夫妻

第
37
回
群
馬
県
り
ん
ご
品
評
会
で
桑
原
邦
明
さ
ん
（
御
座
入
）
が

特
別
賞
を
受
賞
！

　

11
月
14
日
（
水
）
に
県
庁
県
民

ホ
ー
ル
に
て
第
37
回
県
り
ん
ご
品

評
会
が
、
県
園
芸
協
会
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
会
場
内
は
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

県
内
の
り
ん
ご
農
家
が
出
品
し

た
１
０
１
点
が
審
査
を
受
け
、
糖

度
、
外
見
、
形
状
な
ど
を
審
査
し

た
結
果
、
片
品
村
り
ん
ご
研
究
会

会
長
の
桑
原
邦
明
さ
ん（
御
座
入
）

得
て
い
ま
す
。
片
品
村
の
ア
ジ
サ

イ
は
、
今
で
は
秋
を
彩
る
商
材
と

し
て
定
着
し
、
首
都
圏
の
み
な
ら

ず
関
西
へ
も
出
荷
を
行
い
、
出
荷

量
と
し
て
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る

産
地
ま
で
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

日
本
一
と
言
わ
れ
る
村
の
特
産

品
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
農
林
建
設
課
）

が
特
別
賞
の
県
議
会
議
長
賞
を
受

賞
し
、
片
品
村
の
り
ん
ご
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
特
産
品
と
し
て
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
農
林
建
設
課
）

第
39
回
消
費
生
活
展
開
催

　

11
月
６
日
（
火
）
須
賀
川
誠
道

公
民
館
周
辺
に
お
い
て
、
第
１
分

団
へ
消
防
団
詰
所
の
引
渡
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
澤
村
長
か
ら
田
邊

団
長
へ
カ
ギ
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

消
防
団
詰
所
の
老
朽
化
に
伴

い
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
更

新
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
積
載
車

等
を
随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、ス
ト
ー
ブ
等
「
火
」

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

第１分団に新設された消防団詰所

消費生活展会場の様子

認
定
さ
れ
た
皆
さ
ん

中
央
消
防
署
か
ら
来
た
は
し
ご
車

水
消
火
器
に
よ
る
、
消
火
訓
練

ニュース
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地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

　１１月５日（月）役場において地域おこし協力隊の辞令交付が行
われ、片品村に地域おこし協力隊として『工藤琴恵』さんが着任とな
りました。

【かたしな「農」と「食」のはなし　第八話】　　～子どもと大人で未来をつくる～
　１０月２８日（日）に第３回片品村地域おこし研究会「農古民家のリノ
ベーションワークショップ②」を開催いたしました。
　一級建築士の小阿瀬直さん（SNARK Inc.）に加えて、群馬県庁商政課の
羽鳥博之さんを講師にお迎えし、今回は村内外の子どもから大人まで総勢
２０名が集いました。
　第１部は当会の事業を優秀賞（県内で３件）に選出いただきました群馬
県「地域・まちなか活性化応援事業」の担当である羽鳥さんから事業とク
ラウドファンディング（※１）について丁寧な説明をしていただきました。

　

片
品
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
桜
花
苑
の
職
員
も
参
加
し
、

福
祉
の
お
仕
事
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
　
開
催
!!

福
祉
バ
ザ
ー
開
催

　

11
月
14
日
（
水
）
役
場

２
階
に
お
い
て
福
祉
バ

ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
村
民
の
皆
様
に
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

品
物
を
各
コ
ー
ナ
ー
別
に

仕
分
け
即
売
を
し
ま
し

た
。　

　

当
日
は
大
勢
の
皆
様
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

寄
付
・
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

な
ど
、
婦
人
会
活
動
に
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

村
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の

皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　片品村は豊かな自然の中で「農」が根づき、そこでつくられる農産物を中心に「食」があり、地域の暮らしがあ
ります。その「農」と「食」を軸にして皆さんと一緒に、農山村らしい持続的な暮らしの価値を見直し、次世代に伝
えるきっかけづくりをしたいと考えています。

積極的に参加する中学生

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族

を
出
来
る
範
囲
で
手
助
け
で
き

る
人
の
こ
と
で
す
。

【
10
月
26
日(

金)

片
品
中
学
校
】

　

今
年
度
は
、
全
校
生
徒
を
対
象

に
、福
祉
講
演
会「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座　

〜
あ
な
た
も
今

日
か
ら
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
〜
」

と
題
し
、
行
い
ま
し
た
。

　

真
剣
に
講
演
を
聴
く
姿
や
、
脳

ト
レ
体
験
に
も
素
直
に
応
じ
て
く

れ
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
代
表
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、｢

片

品
村
の
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
に

驚
い
た
。
認
知
症
の
人
に
も
優
し

く
接
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
。｣

と
、
心
強
く
温
か
い
謝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
11
月
14
日(

水)

片
品
小
学
校
】

　

片
品
小
学
校
で
は
、
福
祉
の
授

業
と
し
て
４
年
生
が
対
象
で
し

た
。

　

11
月
29
日
に
桜
花
苑
の
利
用
者

と
の
交
流
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

“

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
？”

の
問
い
で
、
認
知
症
の
方
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。｢

お
年
寄
り
は
耳

が
遠
い
か
ら
、
大
き
な
声
で
話
し

た
方
が
い
い
。｣｢

大
き
い
声
だ
と

驚
か
せ
ち
ゃ
う
か
ら
優
し
く
話
し

た
方
が
い
い
。｣

な
ど
、
一
生
懸
命

考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地域おこし協力隊員１名が１１月より着任しました !!

　村民の皆様、初めまして！
　生まれも育ちもネズミーランドのある千葉県浦安市から参りま
した工藤琴恵です。単身、知人も友人も居ないこの片品村に思い

『自己紹介・あいさつ』 工藤　琴恵（くどう　ことえ）

梅澤村長（右）より工藤さん（左）へ
辞令が手渡される

きって永住移住希望で来ました。スノーボードが大好きで 9 年前から毎年群馬のスキー場へ足しげく通ってたの
で、全く知らない土地では無く、この辺りに住みたいと長年思ってました。
　無類の動物好きで、３年前からペット可のデリカフェを都心から近い木々に囲まれた自然で美味しい水と食材
のある群馬県北東部で開業したいと人生設計しています。命あるかぎり自分の努力次第で如何様にも変わり、行動
しなければ失敗も成功も無いので移住フェアで思いがけない縁により夢の為に具現化へのスタートラインに立つ
事が出来ました。

　第２部では小阿瀬さん進行による「かたしなの農古民家の活用方法」について４グループに分かれディスカッション
を行っていただきました。
　今回は「農」「食」「宿泊」「子育て」と言う、それぞれのテーマで意見が交わされました。その中で特に印象的だったのは
高崎からお父さんと参加された小学４年生から大人が驚く柔軟なアイデアがたくさんうまれたことでした。顧問の大
宮登先生（高崎経済大学名誉教授）からは「乳幼児や子どもが大人の真剣な活動に自然に混ざっている場はとても良い」
というお言葉をいただきました。

　これからも「地域おこし」をテーマにいろんな世代が楽しく交流す
る場をつくっていきながら尾瀬の郷片品村のみんなで群馬を元気に
する具体的なアクションを起こしていきたいと思います。
　次回、第４回となる研究会は１２月９日（日）の午後３時より、沼田
市・片品村・川場村の地域おこし協力隊が集いそれぞれの活動を共
有する座談会「地域おこしガールズトーク vol.1」を北毛茶屋（菅沼
２７２－１）で行います。
（※１）クラウドファンディングとは、インターネットやSNSを使っ
て地域おこしの企画や商品等を PR したり、出資を募ることのでき
るサービスのこと。

（文・中村茉由／写真・六本木ユウジ）

会場の様子

グループワークで意見を出し合う
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
三
十
年
十
一
月
俳
句
会

教育委員会 1月の諸行事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・片品カレッジ
「小正月の飾りを作ろう」 
・第 71回片品村成人式

☆学校関係
・第 3学期始業式
・第 53回小学校冬季交歓会

◇片小 
・校内書き初め大会
・低学年スキー教室
・高学年スキー教室

　｢一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあ
り。」新年を迎える今、子どもたちが新たな目
標と決意をもって学校生活をスタートできる
ことを願っています。

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・県中体連総体クロカン大会

・県中体連総体アルペン大会

・PTA合同役員会③
・校内ディスタンス大会

　スキー部では、県総体での上位入賞、全国大
会出場を目指し、日々練習に取り組んでいま
す。皆様の応援をよろしくお願いします。

尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
開
催

　
「
第
11
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句

大
会
表
彰
式
」
が
11
月
３
日

（
土
）
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
数
は
一
般
の
部
５
１
４

句
、小
学
生
の
部
２
８
５
６
句
、

中
学
生
の
部
１
８
５
０
句
（
総

数
５
２
２
０
句
）が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
た
受
賞

者
と
、
選
者
の
皆
さ
ん
に
出
席

い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  1 月

　ありがとうって音に出して言わないと当たり前だと思って
しまう。何度もありがとうって言うと脳があとから気づく。
嬉しい言葉が人を変える－「絵本の朗読とおはなし」で読んで
いただいた９冊の絵本と著書、図書室にあります。

月 火 水 木 金 土日「絵本の朗読とおはなし」
の村上信夫さんの本

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。
※年末年始休室は 12/29 ～ 1/3 になります
＊1月 26日 ( 土 )　読書会

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
大
竹
　
久
代

鳩
待
峠
頂
上
橅
の
黄
葉
し
ぐ
れ

台
風
に
耐
え
し
き
ず
跡
谿
も
み
じ

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
大
竹
　
沙
　

天
高
く
潮
深
く
し
て
峠
道

秋
う
ら
ら
ほ
こ
り
拭
ひ
て
書
架
整
理

　
　
　
　
　
摺
　
渕
　
木
村
　
佳
江

初
鴨
や
朝
月
浮
か
ぶ
牧
の
池

川
霧
に
唄
ふ
大
瑠
璃
晶
子
の
忌

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
佐
藤
　
文
子

紅
葉
山
見
上
げ
し
先
に
朝
の
月

老
猫
の
死
し
て
寂
し
き
十
三
夜

　
　
　
　
　
東
小
川
　
千
明
ヒ
ロ
子

秋
う
ら
ら
小
さ
き
靴
や
誕
生
日

天
空
へ
向
か
ふ
ゴ
ン
ド
ラ
も
み
じ
燃
ゆ

　
　
　
　
　
幡
　
谷
　
千
明
　
政
夫

作
品
は
命
の
し
ず
く
文
化
展

大
切
に
夢
を
育
て
て
文
化
の
日

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
と
し
子

紅
葉
葉
を
一
枚
浮
か
べ
足
湯
か
な

落
葉
掃
く
後
か
ら
後
へ
落
葉
降
り

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
　
富
子

秋
の
旅
毎
朝
小
鳥
は
厨
辺
に

秋
一
夜
宴
の
人
々
国
自
慢

　
　
　
　
　
花
　
咲
　
戸
丸
　
好
夫

な
び
く
風
飾
る
紅
葉
や
波
を
打
つ

天
高
し
夕
日
が
飾
る
紅
葉
ゆ
れ

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
萩
原
キ
ヨ
子

花
の
谷
再
出
発
の
道
の
駅

菊
花
展
夫
の
苦
労
に
実
り
あ
れ

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
星
野
志
ず
子

美
し
く
老
ひ
て
生
き
た
し
秋
う
ら
ら

炊
き
上
る
新
米
匂
ふ
朝
の
卓

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
光
子

平
均
寿
命
そ
ろ
そ
ろ
近
し
敬
老
日

道
草
せ
し
遠
き
思
い
出
あ
け
び
熟
る

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
康
一

夕
紅
葉
切
り
立
つ
岩
間
滝
の
音

誕
生
日
妻
と
二
人
で
栗
お
こ
わ

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
松
井
亜
作
枝

石
垣
に
そ
よ
ぎ
色
増
す
枝
垂
萩

手
を
合
わ
す
桜
も
み
じ
の
忠
魂
碑

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
吉
野
　
道
子

紅
葉
山
雨
雲
西
に
遠
ざ
か
り

谷
の
家
柿
の
た
わ
わ
に
夕
日
か
な

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
渡
辺
　
和
昭

こ
も
ご
も
受
く
尾
瀬
文
学
賞
や
文
化
の

日も
つ
て
菊
千
夜
子
生
家
の
歌
手
年
譜

特　
選

小
学
生
の
部

　
前
橋
市　
大
塚　
瑛
太

『
ア
カ
ト
ン
ボ
指
に
と
ま
っ
て

ぼ
く
を
見
る
』

中
学
生
の
部

　
玉
村
町　
栗
原
琥
太
郎

『
き
つ
つ
き
が
木
の
幹
つ
い
て

尾
瀬
の
声
』

一
般
の
部

　
安
中
市　
須
藤
恵
美
子

『
靴
紐
に
尾
瀬
の
涼
風
結
び
こ

む
』

　
そ
の
他
に
も
各
賞
の
受
賞
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞　
各
部
門　
　
各
12
名

優
秀
賞　
小
中
学
生　
各
20
名

一　
般　
　
　
　
　
　
　
10
名

入　
選　
小
中
学
生　
各
30
名

一　
般　
　
　
　
　
　
　
10
名

　　
詳
し
く
は
、
片
品
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

 6日（日）
13日（日）

7日（月）

23日（水）～ 25日（金）

11日（金）
16日（水）
18日（金）

7日（月）

                    14 日（月）～ 16日（水）

　　　　　　　　　  14 日（月）～ 16日（水）
18日（金）
24日（木） 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

「元気のでてくることばたち」
「嬉しいことばの種まき」
「人は、ことばで磨かれる」

講演会の様子

特
選
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

村上信夫さん講演会が開催されました
　11月 10日、尾瀬じどうかん図書室にて「ＮＨＫ元ア
ナウンサー村上信夫さん講演会～嬉しい言葉が子育てを
変える～」が開催されました。村内外、また県外から 75
名が会場に訪れ、村上信夫さんによる絵本の朗読に聴き
入りました。
　また、講演では村上さん自身の体験から、「トゲトゲし
た言葉を使うと相手も同じ言葉を返してくる。嬉しい言
葉を使うと周りも嬉しい言葉であふれてくる。だから嬉
しい言葉の種まきをしています。」とお話しいただきまし
た。
　参加者からは「子育てするなかで迷いや様々な心の葛
藤があるなかで、村上さんの言葉や朗読に心を癒やされ
ました。」「これからはもっと自分を褒めてあげたいで
す！」「またお話が聞きたいです。」などたくさんのご意見
ご感想をいただきました。
　講演に参加された方も、参加できなかった方も、図書室
に村上信夫さんの本を貸し出しておりますので、ぜひご
一読ください。　　　
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
三
十
年
十
一
月
俳
句
会

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者

　
永
年
の
文
化
活
動
へ
の
ご
尽

力
や
ご
活
躍
に
よ
り
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
文
化
功
労
賞　
１
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
20
年

以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
）

入
澤　
　
潔
（
芸
能
）

◎
永
年
表
彰　
４
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
10
年

以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
）

星
野
志
ず
子
（
文
芸
）

戸
丸　
俊
一
（
美
術
）

笠
原　
康
夫
（
菊
花
）

萩
原　
優
子
（
芸
能
）

◎
優
秀
賞  

24 

名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び
コ

ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

井
上　
隆
至
（
書
道
）

井
上　
久
江
（
書
道
）

星
野　
秀
翔
（
芸
能
）

星
野　
光
子
（
文
芸
）

渡
辺　
和
昭
（
文
芸
）

戸
丸
と
し
子
（
文
芸
）

吉
野　
道
子
（
文
芸
）

松
井
亜
作
枝
（
文
芸
）

吉
野　
芹
香
（
片
品
小
６
年
）

小
林　
　
葵
（
片
品
小
６
年
）

星
野　
夢
生
（
片
品
小
６
年
）

吉
野　
実
和
（
片
品
小
６
年
）

星
野　
珠
奈
（
片
品
小
６
年
）

笠
原　
凜
音
（
片
品
小
６
年
）

高
橋　
優
菜
（
片
品
小
６
年
）

星
野　
綾
奈
（
片
品
小
６
年
）

吉
野　
達
哉
（
片
品
小
４
年
）

笠
原　
心
桜
（
片
品
小
２
年
）

星
野　
月
麦
（
玉
村
高
１
年
）

萩
原　
瑠
菜
（
沼
田
女
子
高
１
年
）

星　
　
彪
英
（
尾
瀬
高
１
年
）

中
澤　
一
馬
（
尾
瀬
高
１
年
）

吉
澤　
麗
奈
（
尾
瀬
高
１
年
）

桑
原　
静
那
（
尾
瀬
高
１
年
）

（
教
育
委
員
会
）

　
11
月
８
日
、
平
成
30
年
度
群
馬

県
社
会
教
育
研
究
大
会
に
お
い

て
、
社
会
教
育
委
員
長
の
笠
松
亮

さ
ん
が
群
馬
県
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
笠
松
さ
ん
は
長
年
に
渡
り
社
会

教
育
委
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
だ
け
で
な
く
、「
古
文
書
を

読
む
会
」
の
活
動
、
ま
た
公
民
館

講
座
「
片
品
歴
史
探
訪
」
に
お
け

笠
松
亮
さ
ん
が
群
馬
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
に
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

る
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
講
座
の
締
め
く
く
り
に

は
必
ず
「
歴
史
を
知
る
こ
と
。
そ

れ
は
自
分
の
村
に
誇
り
を
持
て
る

こ
と
」
と
参
加
者
に
説
く
な
ど
、

本
村
の
社
会
教
育
の
振
興
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
会
教
育
の
発
展

の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

　

11
月
15
日
（
木
）
片
品
カ
レ
ッ

ジ
片
品
村
歴
史
探
訪
「
筧
耕
亭
と

萩
原
賢
和 

片
品
村
の
歴
史
に
残

る
碩
学
と
書
家
」
が
社
会
教
育
委

員
の
笠
松
亮
さ
ん
と
郷
土
史
研
究

家
の
宮
田
勝
さ
ん
を
講
師
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会
）

歴史探訪にて幸田露伴の解説をする笠松さん歴史探訪の様子

林業退職金共済制度（林退共）の
退職金請求について

介護の仕事に再就職してみませんか？
　～再就職準備金貸付制度のご案内～

　林業の仕事に従事されたことがあり、当時、林退共制
度に加入していた方、もしくは加入していたかもしれ
ない方で、退職金請求手続きをしたお心当たりのない
方は、お気軽に最寄りの支部、または本部へお問い合わ
せください。
　また、林退共事業本部では、被共済者の方に確実に退
職金を受け取っていただくこと等を目的として、現況
調査、アンケート調査を実施しておりますので、ぜひ調
査にもご協力いただきますようお願い申し上げます。

▼問い合わせ先
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
〒１７１-８０５５
東京都豊島区東池袋１－２４－１ニッセイ池袋ビル
☎０３（６７３１）２８８９
FAX０３（６７３１）２８９０
♢詳しくはホームページでもご案内しております。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

平成３１・３２年度
片品村入札参加資格審査申請書
受付について

　片品村の入札参加資格審査申請書（平成３１・
３２年度分）の受付につきましては、次のように実
施されますのでよろしくお願いいたします。 

▼受付期間
平成３１年２月１日～平成３１年２月２８日

▼受付場所
片品村役場総務課
（群馬県利根郡片品村大字鎌田３９６７-３）

▼提出方法
持参のみ可

▼問い合わせ先
片品村役場総務課　　☎（５８）２１１１
※詳しくは、片品村役場ホームページをご覧下さ
い。

　介護職としての一定の知識と経験がある人が再就職
する場合、再就職に必要な資金を無利子で貸与します。

▼貸与額　　２０万円以内

▼対象
次の全てに該当する人
○県内の高齢者事業所などに再就職を希望していて、
再就職までの間、県福祉マンパワーセンターなどに求
職の登録を行い、申請書類を提出している
○介護福祉士などの資格があり、１年以上の業務経験
がある
※詳細は問い合わせてください

介護福祉士を目指してみませんか？
～修学資金貸付制度のご案内～

　介護福祉士養成施設に在学し介護福祉士の資格
取得後に県内で介護などの業務に従事する意思を
有する人に、修学資金を無利子で貸与します。

▼貸与額　月額５万円以内

▼対象
○県内の介護福祉士養成施設に在学している人
○県外の介護福祉士養成施設に在学している、県
内在住の人
※詳細は問い合わせてください

▼その他
卒業資格取得後１年以内に県内で介護などの業務
に就職し、５年間その業務に従事した場合、申請に
より返還が全額免除されます

▼申し込み・問い合わせ先
県社会福祉協議会
☎０２７（２５５）６０３１

▼その他
再就職後２年以上継続して介護業
務に従事すると申請により返還が
全額免除されます

▼申し込み・問い合わせ先
県社会福祉協議会
☎０２７（２５５）６０３１

平成３０年度自衛官等募集案内

平成30年 12月 15日
平成31年 1月 20日
平成31年 2月 9日
平成31年 3月 9日

自衛官
候補生

１８歳以上
３３歳未満

年間を通じて
行っています

相馬原駐屯地（１２月～２月）
新町駐屯地（３月）

種　　目 資　　格 受付期間 試験日 試験会場

▼問い合わせ先　自衛隊群馬地方協力本部沼田地域事務所　☎（２３）４１１１　

URL　http://www.mod.go.jp/pco/gunma/
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除雪作業には皆さんの協力が必要です
冬季除雪作業の実施に際して、村からのお願いです！

除雪実施箇所は、指定された（国・県・村）道などの主要幹線道路（昨年度除雪実施道路）とし、片品村が管
理する道路以外は、それぞれの管理する群馬県などが除雪を行います。（私道等の除雪はいたしません。）
降雪量が 10 ㎝に達すると想定される場合に除雪作業を始めます。但し、10 ㎝程度以下の場合も危険と
認められるときは、作業を行います。

除雪に関する要望などは、各組長さんを通して申し出ていただきますようお願いします。

①除雪車が通った後、玄関先に雪が寄せられ、「車が出せない」、「何とかして・・」という声が聞かれます。
除雪作業は、通勤、通学の時に完了出来るように行っています。そのため玄関や車庫前などに寄せられて
残った雪を、再度速やかに処理することが機械除雪では大変困難ですので、お手数でも各家庭での取り除
き等にご協力ください。

②除雪作業は、朝の通勤・通学を確保することを第一の使命としているため、どうしても早朝から出勤し
なければ間に合いません。一方では除雪車のエンジン音や振動のため、「夜間、早朝に除雪されたら安眠妨
害だ」とのお叱りの声がありますが、忙しい朝の交通や歩行者の安全を考慮すれば、早朝の除雪作業になり
ます。

③除雪後の道路に、住宅や駐車場などから再び雪が押し出されているところを見かけます。大雪の後や休
日になると各家庭で行う雪片付けや屋根の雪下ろしで、雪が道路に捨てられることもあります。これらの
放置された雪や氷が原因による交通事故等の発生につながり、道路交通法違反等の処罰対象になる場合が
あります。

④除雪作業時に、最大の障害は路上駐車です。一台でも放置車両があると除雪車が入れず、引き返すなど除
雪が出来ないことがあります。一台の放置車両が付近一帯に迷惑を及ぼしますので、「路上駐車はしない・
させない。」

⑤子供達がそり、スキーなどに夢中になり、道路へ飛び出して交通事故を引き起こす原因になります。
子供達の雪遊びについては、大人が十分注意を払ってください。

⑥村では、出来るだけ広く除雪したいと考えています。道路脇に庭石などがあり、除雪作業を行う際に除雪
車が誤って、衝突する危険性があります。出来る限り道路脇（除雪範囲）から離して置くようにしてくださ
い。なお、このようなことから衝突や破損しやすい場所には、事前に目印用の赤白ポールを設置させて頂い
ております。ご理解ご協力をお願いいたします。

⑦除雪作業中は、安全確認をして作業を行っていますが、車等で走行する際は、十分に注意をして通行して
ください。

　これから降雪の季節を迎えますが、樹木の枝が民地か
ら道路へ張り出したり、倒れたりして、通行の障害になる
おそれのある箇所が見受けられます。
　これが原因で、歩行者や自動車等に事故が発生した場
合には、法律により樹木の所有者等が責任を問われるこ
ともあります。
　道路の事故防止、安全確保のために樹木の所有者のみ
なさんは伐採や枝払い等を行うことにより適切な管理を
お願いします。 道幅ぎりぎりに除雪作業する除雪隊員

▼問い合わせ先　　農林建設課土木係　　　☎（５８）２１１３

道路上に張り出している樹木の伐採等のお願い

▼お願い事項

▼除雪作業実施範囲
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片品村社会福祉協議会職員募集について

◎申込方法、受付期間及び場所 
〇申込方法
平成３０年度片品村社会福祉協議会職員募集申込書の提出
〇受付期間
１２月１７日（月）から１２月２８日（金）
午前８時３０分から午後５時１５分まで
〇受付場所
片品村鎌田４０５１－４　片品村社会福祉協議会

◎採用試験
〇一般教養試験
一般的な知識・知能及び教養についての試験を行います。

花の駅・片品「花咲の湯」
●１１月２０日（火）～１２月２１日（金）
　「大好評！生ビール＆ピザ半額サービス」
　人気のピザと生ビールを半額で提供いたします。（テイクアウ
トは通常料金です。）
●１２月１日（土）～２８日（金）「新春宝くじ番号券配布」
　豪華賞品が当たる宝くじ番号券をご来館の際にお配りいたし
ます。（賞品の一例：「東京ディズニーリゾートペアチケット」な
ど。当選番号は元日に発表します。）
●１２月１日（土）～２５日（火）「サンタを探せ！」
　花の駅でサンタを見つけたら「サンタさんだ！」と声をかけて
みよう。何かもらえるかも！？（小学生以下対象です。）
●１２月２２日（土）「冬至ゆず湯」
●１２月２３日（日）１６時～「ピアノ発表会」

ほっこりの湯
●１２月２４日（月）「クリスマスプレゼント」
　ご入浴のお客様にくじ引きで粗品をプレゼントいたします。

道の駅尾瀬かたしな
●１２月１５日（土）１０時～１６時「リース作り体験」
　大好評！星野学先生によるリース作り体験です。（参加費
500円）
●１２月１５日（土）～２４日（月）「片品クラフトマルシェ」
　地元のクラフトクラブ会員によるマルシェ＆実演・ワーク
ショップが開催されます。招待作家の作品も展示されます。（１
８日（火）は定休日。）
●１２月２３日（日）①１０時～　　②１４時～
　「ミニ門松づくり」（参加費 500円）
●１２月２９日（土）・３０日（日）「年越しそば打ち体験」
　本格的なそば打ちの体験ができます。（参加費 500円）

試験会場

県営住宅１月定期募集のご案内
▼入居可能日
平成３１年４月１日（月）

▼所在地・間取り・募集戸数・家賃
募集案内をご覧ください。

▼入居資格
現在住宅に困っていて、親族と入居する予定の人
または単身の高齢者や障害のある人など。
※収入制限があります。
※詳しくは募集案内または県住宅供給公社ホーム
ページ（http://www.gunma-jkk.or.jp/）をご覧く
ださい。

▼申込期間
平成３１年１月４日（金）～１８日（金）

▼申し込み方法
所定の申込用紙

▼申込用紙・募集案内配布場所　
県住宅供給公社（前橋市紅雲町）、県民センター
（群馬県庁２階）、県土木事務所、市役所・町村役
場など
※県住宅供給公社では、土・日曜日も配布します。

▼その他
入居者は公開抽選で選定します。
※一部の団地（下細井、下郷、室田、北双葉、立石、
桐渕、上中島、酢の瀬、下磯部、原市第一、生品、宝
泉、元宿、織姫、西堤、川内、相生第一、相生第二、高
根、日向、大林、中野、田中島、広瀬第一の一部な
ど）は、随時申し込みを受け付けています。詳しく
はお問い合わせください。

▼問い合わせ先
県住宅供給公社
☎０２７（２２３）５８１１
FAX０２７（２２３）９８０８

福祉医療制度を利用される方へのお願い

　福祉医療制度は、子ども、重度心身障害者、母子
（父子）家庭等の一定要件を満たした方が、医療機
関で保険診療を受けた場合に、医療費の自己負担
分を県と市町村が助成する制度です。

　この福祉医療制度はみなさんの税金でまかなわ
れています。
　将来にわたりこの制度を維持していくために
も、制度の仕組みや目的などをご理解のうえ、次の
ことに心がけていただき、受診されるようお願い
します。

◎福祉医療制度に優先して医療費を助成する制
度があります。

【他の医療費助成制度の一例】
・自立支援医療（更生医療、育成医療、精神通院医療）
・特定疾患
・小児慢性特定疾患
・日本スポーツ振興センター災害共済給付　など
  ※これらの制度を利用するためには申請手続き（無料
となる場合があります。）が必要となります。

▼問い合わせ先
役場保健福祉課福祉医療係
☎（５８）２１１５
群馬県国保援護課福祉医療係
☎０２７（２２６）２６７６

　一定の要件を満たす方は、福祉医療制度の他
にも利用できる医療費助成制度があります。
　これらの制度を利用していただくことで、福
祉医療制度の経費を節減することができます。
　福祉医療制度を安定的に運営していくため
に、福祉医療制度と他の医療費助成制度の併用
にご理解とご協力をお願いします。

【イメージ図】

保険給付（７割）

保険給付（７割）

福祉医療（３割）

他の医療費助成制度 福祉医療

◎募集区分、採用予定人員及び職務内容
区　　　分

介護支援専門員
採用予定人員

１名
職　務　内　容

　介護支援専門員としての業務に従事する。

昭和５４年４月１日から昭和６３年３月３１日までに
生まれた者で介護支援専門員の資格を有する者。

応　募　資　格区　　　分

介護支援専門員

〇適性試験
職場への適応性についての試験を行います。

◎試験日及び試験場所等
受付終了後本人に通知いたします。

◎採用予定日
平成３１年４月１日

▼問い合わせ先
片品村社会福祉協議会　　☎（５８）４８１２

片品村振興公社　年末年始イベント情報

◎応募資格

新春のイベント年末のイベント
花の駅・片品「花咲の湯」
●１月１日（火）「新春プレゼント」
　ご来館のお客様に粗品をプレゼントいたします。
●１月１日（火）１３時～「笑う門には福来たる！」
　伝統の遊び「福笑い」で福を呼びましょう。
●１月２日（水）「新春お茶会」
　本格的な抹茶をお気軽にどうぞ。
●１月２日（水）①１３時～　②１５時～「餅つき大会」
　つきたてのお餅ときのこ汁をサービスいたします。
●１月４日（金）１８時～「新春書き初め会」
●１月６日（日）１０時～
　「伝統文化体験教室『小正月飾り』」
　片品に伝わる小正月飾りを作ります。
 
ほっこりの湯
●１月１日（火）「お年賀プレゼント」
　ご入浴のお客様に粗品をプレゼントいたします。
 
道の駅尾瀬かたしな
●１月１日（火）「お年賀プレゼント」
　お食事やお買物（500円以上のご利用）のお客様に粗
品をプレゼントいたします。
●１月３日（木）１０時～「書き初め会」
●１月３日（木）１４時～「餅つき大会」
　つきたてのお餅と甘酒のふるまいがあります。

★イベントの詳しい内容につきましては、
各施設におたずねください。
●花の駅・片品　　　　☎（２０）７１１１
●ほっこりの湯　　　　☎（５８）４５６８
●道の駅尾瀬かたしな　☎（２５）４６４４
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　年金を受け取る権利は死亡するとなくなります。
年金受給者が死亡したときは「年金受給権者死亡届」
を年金事務所に提出する必要があります。提出が遅
れると年金が過払いになり、遺族の方から返納して
いただくことになりますのでご注意ください。
　また、年金は死亡した月の分まで支払われます。
まだ受け取っていない年金がある場合、受給者が死
亡当時に生計を同じくしていた一定の範囲の遺族の
方は、未支給年金を請求できますので、死亡届と一
緒に「未支給年金・保険給付請求書」を提出してく
ださい。

　１０月３１日（水）片中弟子入り講座の料理編にお
いて、食生活改善推進員を講師に「やきもち」と「かぼ
ちゃの白玉ぜんざい｣を作りました。
　昔のやきもちについて食生活改善推進員の皆さん
に話しをしていただきながら、やきもちづくりを体
験しました。
　生地の水加減とこね具合が難しいようでしたが、
みんな一生懸命にこねていました。具はネギみそと
あんこ、今風にネギみそにチーズを入れたりもしま
した。班の中には餃子の形にしたやきもちを作った
生徒もいました。給食があるため、試食程度のものを
食べてもらいましたが、中には２個ペロリとたいら
げてしまう生徒もいました。
　地域の人たちと交流をはかりながら郷土料理を学
ぶことで地域の良さに気づき、大切に思う心を育ん
でもらいたいと思います。 　　　　　（保健福祉課）

～郷土食の伝承～　　片中文化の日　弟子入り講座

年金受給者が死亡したときは届出が必要です！

食育コーナー

年金だより

Q１　「生活支援体制整備事業」や「協議体」って、名前が難しくてわからない。
　現在、日本全国で｢生活支援体制整備事業｣は取り組まれていて、各地域で、高齢になっても住み慣れ
た場所で安心して暮らし続けられるように、住民が主役となり話し合いや活動を行っています。
　片品村では、わかりやすく、「生活支援体制整備」＝「みんなで支え合うむらづくり」としています。

　「協議体」はこの推進役となる人たちです。これから各区で取り組む上で、わかりやすい名前に変更す
ることができます。
例：３区「花咲地域福祉協議会（はなさくちいきふくしきょうぎかい）」
　　４区「白根声援隊 (しらねせいえんたい )」

　なお、死亡届や未支給年金請求書の提出は、死亡し
た受給者の住所地の市町村で受付できる場合があり、
片品村ではそれに該当する遺族の方に手続きのお知ら
せをさせていただいております。手続きの際には役場
住民課国民年金係にご相談ください。
【問い合わせ先】
○住民課国民年金係
☎（５８）２１１６
○渋川年金事務所お客様相談室
☎０２７９（２２）１６１３

今回は、各地区を周り、住民の皆様から様々な質問や意見がありましたので、紹介します。

やきもちの作り方
材料（約２０個分）
小麦粉（中力粉）
ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ
砂糖
酒
温泉水（ぬるま湯）

ボウルに中力粉、ベーキングパウダー、砂糖を入れ、
かたよらないように手でよくまぜる。
①に温泉水と酒を入れ、手につかなくなるくらいま
でよくこねる。（目安：耳たぶくらいのかたさ）
②の生地を手でちぎり、２０等分にし、１個ずつ伸ば
して、スプーンで具（ねぎみそ）を適量入れ、包んで丸
める。
ホットプレートに③のおやきをのせ、１８０℃に設
定して、5分ほど焼き、ひっくり返して５分焼く。両
面に焦げ色をつける。
さらに蒸し器で10分ほど蒸して出来上り。

▼問い合わせ先
地域包括支援センター　　☎（５８）４０２０

Q２　推進役（協議体）って、だれが何するの？　
・第１層協議体
　各区から２名ずつ選出されています。片品村全体の課題の検討や、
各区同士の活動状況の共有を行います。
・第２層協議体
　区ごとに立ち上げ始めています。人数や構成は、自由なため、地
区役員や民生委員、福祉委員、消防団、第 1 層協議体員、民生委員
等の経験者など様々で、今後追加することも出来ます。
　第２層協議体は、地区の困りごとの共有や住民同士で出来そうな
ことの仕組みづくりを検討していきます。

Q３　そもそもやらなきゃだめなの？ゴールはいつまでなの？
　この事業は、団塊の世代の方が７５歳となる２０２５年以降に担い手が足りず、必要な支援が受けら
れないことがないように始められました。期限に決まりはなく、地区のペースで定期的に末永く続くよう、
一歩ずつ進めていくことが大切です。

Q４　補助はあるの？
　勉強会や話し合いのために住民センター等、地区の施設を使用す
ると思います。今年度は、住民センター等使用料として、各区一律
で年間５，０００円支給することになりました。

Q５　困りごとがあったら、だれに相談したらいい？
　この事業は、はじまったばかりで、その仕組みを考えているとこ
ろです。
　３区では、民生委員を窓口にしたらどうかなど、現在検討を始め
ました。今後も各地区で様々な検討がされていくと思われますので、
随時紹介していきます。
　また、この事業に関わらず、介護や福祉等の相談については、地
域包括支援センター、社会福祉協議会で受け付けていますので、お
気軽にご相談ください。

【作り方】
①

②

③

④

～片品村食生活改善推進員のやきもちレシピより～

・・・１ｋｇ
・・・４０ｇ

・・・・・・・２０ｇ
・・・・・・・・５０㏄

・６００㏄

長ねぎ……１本
みそ………８０ｇ
かつお節…１２ｇ
砂糖………４５ｇ
すりごま…１８ｇ
甘めのねぎみそです

｛具

冬の県民交通安全運動が実施されます

▼期間　１２月１日～１０日
▼年間スローガン『暗くても　光るタスキが　身を守る』
▼サブスローガン『まもってね　車のルールと　家ぞく
　　　　　　　　　のいのち』
▼運動の重点
　・子どもと高齢者の交通事故防止
　・夕暮れ時の早めのライト点灯と反射材の着用推進
　・飲酒運転の根絶

結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定
結果のお知らせ

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8日と短くまた検出
もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予
約の上ご利用ください。

せいかつしえんたいせいせいびじぎょう

「み ん な で 支 え 合 う む ら づ く り」
生活支援体制整備事業



22

おしらせ

広 報 か た し な        H30 . 1223 広 報 か た し な        H30 . 12

月 火 水 木 金土・日

○七転び八起き会
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○いきいきシル　
　バー教室
○知的障害者
　巡回相談
　（沼田・予約制）

○いきいきくらぶ
○沼田病院
　巡回診療

○乳児健診
受付：午後１時～
１時３０分
○スタイルアップ
　教室

○いきいきくらぶ

○ぴんしゃん教室

○いきいきくらぶ

○スタイルアップ
　教室

○おかあさん
　みんなあつまれ
　（お茶会）

○いきいきくらぶ
○スタイルアップ
　教室

○いきいきくらぶ

○いきいきくらぶ
○はつらつ体操教
　室

相続登記の登録免許税が免税されます！

おしらせ

保健だより インフルエンザ予防について

健康増進カレンダー 【1月】

　インフルエンザにかかると、３８℃以上の
発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等
の症状が比較的急速に現れるとともに、のど
の痛み、鼻汁、咳等の症状も見られます。子
どもではまれに急性脳症を、高齢の方や免疫
力の低下している方では肺炎を伴う等、重症
になることがあり、予防が重要です。
　咳エチケットについて、左ページ下段に記
載していますので、参考にしてください。

■色彩の三属性の活用  
　色彩は以下の３つの属性によって分類することができる。そ
のことにより、無限にある色彩を体系づけ、数値化（マンセル
値など）することができる。
・色相（しきそう）　赤、青、黄など「いろあい」のことを言う。
・明度（めいど）　　色の「明るさ」のことを言う。
・彩度（さいど）　　色の「鮮やかさ」の度合いのことを言う。

■マンセル値
　アメリカの画家マンセルが色を系統的に整理するために創案
した体系で、これをベースにしたマンセル値を、多くの自治体
の景観色彩基準では活用している。
　マンセル値では３属性をそれぞれ記号化して表記する。
・色相
　R（赤）、Y（黄）、G（緑）、B（青）、P（紫）の５主要色と、
それぞれの中間にとった YR GY BG PB RP の１０色を環状
に循環させて並べ、それぞれを１～１０までに１０分割する。
主に５を基準として、中間をとった１０で示す２０色相、さら
にその中間をとって、２．５、５、７．５、１０の４０色相で
表すことが多い。

効果的な予防法
1) 流行前のワクチン接種
　発症した場合の重症化防止に有効です。

2) 流水・石鹸による手洗い等
　アルコール製剤による手指消毒も効果があります。

3) 適度な湿度の保持
　乾燥しやすい室内では、加湿器等で適切な湿度
　（５０～６０％）を保ちましょう。

4) 十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるために、日ごろから心がけましょう。

5) 人混みや繁華街への外出を控える
　やむを得ず外出する場合には、マスクを着用することも予
　防策となります。

建物等色彩の変更に関する色彩についての基本解説景観づくり
・明度
　無彩色を基準として、黒を０、白を１０、その間
の明るさを段階的に数字で表す。
・彩度
　無彩色を０として、鮮やかさが増すに従って、そ
の数値が高くなる。色相によってその最高値は異な
り、５R では１４が最高値、５BG では８となって
いる。

マンセル値表現事例
５R　６／８　（「ゴアール、ロクのハチ」と読む）

▼問い合わせ先
むらづくり観光課
☎（５８）２１１２

資料：色彩基準

　個人が相続（相続人に対する遺贈も含みます。）により土
地の所有権を取得した場合において、当該個人が当該相続
による当該土地の所有権の移転の登記を受ける前に死亡
したときは、平成３０年４月１日から平成３３年（２０２
１年）３月３１日までの間に当該個人を当該土地の所有権
の登記名義人とする登記については、登録免許税を課さな
いこととされました。
　また、土地について相続（相続人に対する遺贈も含みま
す。）による所有権の移転の登記を受ける場合において、当
該土地が市街化区域外の土地であって、市町村の行政目的
のため相続による土地の所有権の移転の登記の促進を特

に図る必要があるものとして、法務大臣が指定する土地の
うち、不動産の価格が１０万円以下の土地であるときは、
平成３０年１１月１５日から平成３３年（２０２１年）３
月３１日までの間に受ける当該土地の相続による所有権
の移転の登記についても登録免許税を課さないこととさ
れました。
　詳しくは、前橋地方法務局のホームページをご覧くださ
い。
▼問い合わせ先
前橋地方法務局沼田支局　　☎（２２）２５１８
URL　http://houmukyoku.moj.go.jp/maebashi/

咳エチケット違反していませんか？
　咳やくしゃみを手でおさえると、ウイルスが手に付着し、ドアノブなどを介して、他者に病気をうつす可能性がありま
す。また、咳やくしゃみをすると、しぶきが２ｍほど飛びます。しぶきには病原菌が含まれている可能性があります。他者へ
の感染を防ぐために、咳エチケットを心がけましょう。

①マスクを着用する
　隙間がないように着けます。

②マスクが無いときは、ティッシュ、
ハンカチで口・鼻を覆う
　ティッシュは使ったらすぐにゴミ
箱に捨てましょう。

③とっさの時は、袖で口・鼻を覆う
　マスクやティッシュが使えない場
合は手でおさえず、袖や上着の内側
で口・鼻を覆います。
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